
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ

｜
｜
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
｜

大
場
健
治
と
末
延
芳
晴
の
小
津
本
か
ら

中

澤

千
磨
夫

オ
ズ
ボ
ー
ン
の
方
へ
、
ゆ
る
ゆ
る
と

小
津
本
、
つ
ま
り
、
小
津
安
二
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
の
交
通
整
理
を
し
た
い
し
た
い
と
、
長
ら
く
、
か
れ
こ
れ
二
十
年
以

上
も
思
っ
て
い
る
。
題
し
て
『
小
津
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』。
む
ろ
ん
、
絵
本
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
じ
り
で
あ
る
。

学
恩
も
個
人
的
恩
義
も
深
い
、
深
す
ぎ
る
、
偉
大
な
、
偉
大
す
ぎ
る
先
達
田
中
眞
澄
に
つ
い
て
も
、
い
つ
か
正
面
か
ら
論
じ
た
い
。

田
中
の
急
逝
（
二
〇
一
一
・
一
二
・
三
〇
）
後
、
刀
根
博
樹
が
『
田
中
眞
澄
追
悼
書
誌
』
全
九
巻
別
巻
二
巻
（
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

一



Ｍ
）
を
少
部
数
孤
高
の
手
作
業
で
制
作
し
た
。
そ
の
全
容
を
、
私
は
ま
だ
見
て
は
い
な
い
。
同
書
誌
の
『
別
巻
資
料
集
』
は
国
立
国

会
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
刀
根
の
田
中
へ
の
偏
愛
凄
ま
じ
く
、
圧
倒
さ
れ
る
。

二
〇
一
四
年
十
二
月
七
日
、
俳
優
の
笠
謙
三
（
笠
智
衆
の
孫
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
第
二
十
回
オ
ー
ヅ
先
生
を
偲
ぶ
集
い
が
、
三

重
県
松
阪
市
飯
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
前
夜
、
松
阪
で
一
献
と
の
誘
い
を
、
伊
勢
在
住
の
刀
根
博
樹
か
ら
電

話
で
受
け
て
い
た
。
同
じ
く
伊
勢
の
井
坂
徳
一
も
誘
う
と
い
う
。
井
坂
は
、
小
津
の
親
友
井
坂
栄
一
の
子
息
。
幼
時
、
小
津
に
背
中

を
流
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
。
井
坂
栄
一
の
名
は
『
東
京
物
語
』（
一
九
五
三
年
）
の
服
部
（
十
朱
久
雄
）
の
下

宿
人
（
糸
川
和
弘
）
の
台
詞
に
「
伊
坂
」
と
し
て
登
場
す
る
。

セ
ン
ト
レ
ア
名
古
屋
中
部
国
際
空
港
か
ら
海
路
松
阪
に
入
る
。
伊
勢
湾
横
断
の
船
路
は
快
適
で
、
二
〇
〇
五
年
に
空
港
が
小
牧
か

ら
セ
ン
ト
レ
ア
に
移
っ
て
か
ら
は
、
名
古
屋
へ
寄
る
こ
と
、
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
松
阪
駅
前
の
エ
ー
ス
イ
ン
・
松
阪

に
久
々
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
こ
の
と
こ
ろ
、
松
阪
の
宿
は
鯛
屋
旅
館
が
多
か
っ
た
。
待
ち
合
わ
せ
は
Ｊ
Ｒ
松
阪
駅
午
後
五
時
十
五
分
。

一
時
間
ほ
ど
愛
宕
町
、
京
町
を
歩
き
ま
わ
る
。
少
し
早
め
に
改
札
口
へ
行
く
と
、
な
ん
と
ホ
ー
ム
に
久
保
田
澄
子
が
居
た
。
久
保
田

は
、
飯
高
の
柳
瀬
才
治
の
教
え
子
、
つ
ま
り
小
津
の
孫
弟
子
に
当
た
る
。
刀
根
か
ら
電
話
で
呼
ば
れ
た
と
の
こ
と
。
ひ
と
足
先
に
飯

高
へ
入
っ
た
山
形
県
南
陽
市
の
渡
部
直
人
も
来
る
予
定
だ
が
と
い
う
。
そ
う
か
三
人
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

井
坂
と
刀
根
が
に
こ
に
こ
と
ホ
ー
ム
を
歩
い
て
き
た
。
四
人
連
れ
だ
っ
て
駅
前
を
歩
く
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
な
ら
ん
。
刀
根
が
あ

て
に
し
て
い
た
と
い
う
和
風
居
酒
屋
梅
一
の
予
約
が
取
れ
ず
、
初
め
て
と
い
う
居
酒
屋
福
を
目
指
す
。
居
酒
屋
と
云
う
よ
り
、
構
え

は
小
料
理
屋
だ
。
奥
の
小
上
が
り
に
小
津
道
楽
を
自
称
す
る
渡
部
が
来
て
い
た
。
か
く
私
た
ち
は
開
店
か
ら
、
終
電
ま
で
の
客
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
翌
日
は
、
オ
ー
ヅ
先
生
を
偲
ぶ
集
い
の
後
、
夕
刻
早
く
か
ら
近
鉄
松
阪
駅
近
く
の
焼
肉
屋
た
こ
や
ん
。
渡
部
に
変
わ

二



り
、
全
国
小
津
安
二
郎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
藤
田
明
が
加
わ
っ
た
の
を
除
け
ば
、
昨
夜
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
井
坂
が
伊
勢

に
、
藤
田
が
津
に
、
久
保
田
が
名
古
屋
に
帰
っ
た
。
私
は
小
西
旅
館
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
二
次
会
は
刀
根
と
ふ
た
り
、
京
町
の
み
ち

楽
。
む
か
ご
に
而
今
か
ら
入
り
、
居
心
地
良
く
、
ま
た
ま
た
刀
根
の
終
電
ま
で
と
あ
い
な
っ
た
。

田
中
眞
澄

全
国
小
津
安
二
郎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
た
る
私
た
ち
の
二
日
間
の
話
題
は
、
当
然
な
が
ら
、
小
津
に
関
す
る
あ
れ
こ
れ
な

の
で
あ
っ
た
が
、
刀
根
の
話
題
は
主
に
、
田
中
眞
澄
に
関
し
て
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
松
阪
駅
で
の
待
ち
合
わ
せ
の
前
に
愛

宕
町
・
京
町
を
ぶ
ら
つ
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
小
津
生
誕
百
年
の
二
〇
〇
三
年
の
頃
、
飯
高
の
オ
ー
ヅ
先
生
を
偲
ぶ
会
の
後
、
愛
宕

町
・
京
町
の
あ
た
り
で
田
中
に
偶
会
し
、
古
風
な
喫
茶
店
に
同
道
さ
せ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
た
そ
の
店
を
見
つ
け
ら
れ

な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
ま
た
宿
題
と
な
っ
た
。
毎
年
の
よ
う
に
松
阪
に
通
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
ず

れ
解
決
し
て
お
き
た
い
。
い
か
に
変
化
が
緩
や
か
な
松
阪
と
は
い
え
、
も
う
と
っ
く
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
。

黒
木
和
雄
監
督
が
中
心
に
な
り
、
木
村
益
夫
・
鴇
明
浩
・
景
山
理
が
世
話
人
を
務
め
る
京
都
の
山
中
貞
雄
を
偲
ぶ
会
に
誘
わ
れ
た

の
も
、
そ
の
折
か
そ
の
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
何
年
か
続
け
て
、
京
都
で
朝
方
ま
で
飲
ん
だ
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
山
中
家
の
人
々
も

含
め
、
山
中
の
墓
が
あ
る
大だい
雄おう
寺
の
法
事
に
続
き
、
料
亭
阿
じ
ろ
の
宴
。
そ
の
後
は
鴇
明
浩
や
木
村
益
夫
と
二
次
会
三
次
会
と
な
る

の
だ
。
京
都
に
は
、
皆
と
飲
む
た
め
に
来
る
ん
だ
と
、
田
中
は
例
の
は
に
か
み
笑
い
で
い
っ
て
い
た
も
の
だ
。
柔
ら
か
な
ま
な
ざ
し
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の
木
村
も
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

田
中
は
、
け
し
て
俺
が
お
れ
が
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
少
人
数
の
場
合
、
寡
黙
と
い
う
こ
と
は
な
く
よ
く
笑
い
し
ゃ
べ
っ
た
が
、

パ
ー
テ
ィ
ー
、
例
え
ば
小
津
安
二
郎
記
念
蓼
科
映
画
祭
の
そ
れ
な
ど
の
場
合
、
会
場
の
隅
で
ひ
と
り
静
か
に
ダ
イ
ヤ
菊
を
傾
け
て
い

た
り
す
る
の
だ
っ
た
。
田
中
は
紛
う
こ
と
な
く
小
津
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
宴
の
中
心
に
居
て
お
か
し
く
な
い
存
在
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
だ
。

遥
か
に
後
塵
を
拝
す
る
私
に
と
っ
て
、
田
中
は
眩
し
す
ぎ
る
存
在
だ
っ
た
が
、
飯
高
、
松
阪
、
茅
野
、
京
都
、
東
京
で
何
度
も
話

を
聞
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
の
方
に
そ
れ
を
十
分
に
咀
嚼
す
る
力
が
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
札
幌
や
小
樽
で
会

う
こ
と
能
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
心
残
り
だ
。
私
に
示
し
て
く
れ
た
親
近
感
は
、
同
じ
北
海
道
出
身
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
近
代
文
学

を
専
攻
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
。
毎
冬
、
札
幌
市
手
稲
区
の
実
家
に
雪

き
に
帰
る
の
だ
と
か
、
札
幌
・
小
樽
の
古
本
屋
、

あ
る
い
は
北
海
道
立
文
学
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
あ
れ
こ
れ
な
ど
話
し
た
も
の
だ
。
釧
路
で
の
還
暦
同
窓
会
の
こ
と
な

ど
、
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
い
た
。

さ
て
、
松
阪
の
喫
茶
店
。
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
で
お
そ
ら
く
一
時
間
ほ
ど
も
語
り
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
り
田
中
の
話
を
聞
い
た
の
だ
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
ん
だ
時
か
ら
、
私
に
は
、
は
て
こ
の
一
杯
の
支
払
い
は
と
い
う
小
さ
な
逡
巡
が
あ
っ
た
。
ふ
た
り
だ
け
で
空
間

を
共
有
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
京
都
の
山
中
忌
帰
り
、
数
度
の
タ
ク
シ
ー
の
中
を
除
け
ば
、
後
に
も
先
に
も
唯
一
の
機
会
だ
っ

た
。
タ
ク
シ
ー
代
は
相
応
分
を
お
渡
し
し
て
い
た
は
ず
だ
。
私
は
四
条
大
宮
か
四
条
烏
丸
の
東
横
イ
ン
で
降
り
、
田
中
は
そ
の
先
、

祇
園
か
東
山
あ
た
り
の
宿
な
の
で
あ
っ
た
。
京
都
で
の
田
中
の
定
宿
も
聞
い
て
お
き
た
か
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
代
、
ど
う
し
た
も
の
か
。

割
り
勘
か
、
田
中
は
先
輩
で
あ
る
こ
と
だ
し
、
奢
っ
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
阿

の
呼
吸
を
は
か
り
か
ね
て
い
た
と
い

四



う
こ
と
だ
。
結
局
、
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
と
い
っ
て
、
払
っ
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
あ
の
時
は
や
は
り
割
り
勘
が
正
解
だ
っ
た
か

な
と
い
う
こ
と
が
、
喉
に
ひ
っ
か
か
っ
た
小
さ
な
刺
の
よ
う
に
今
な
お
う
ず
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
田
中
の
死
後
、
二
〇
一
三
年
末
、

や
は
り
飯
高
の
忍
ぶ
集
い
前
夜
。
ホ
テ
ル
・
ス
メ
ー
ル
で
刀
根
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
井
坂
、
渡
部
も

一
緒
だ
っ
た
。

そ
の
折
、
刀
根
が
憤
慨
し
て
い
た
の
は
、
蓮
實
重
彥
の
田
中
批
判
（
青
山
真
治
と
の
対
談
「
梱
包
と
野
放
し

い
ま
、
な
ぜ
小
津

安
二
郎
を
語
る
の
か
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
11
月
臨
時
増
刊
号
総
特
集
小
津
安
二
郎
生
誕
１
１
０
年
／
没
後
50
年

二
〇
一
三
・
一
〇
））

な
の
で
あ
り
、
今
回
も
必
然
そ
の
話
題
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
津
ネ
ッ
ト
の
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
〜
小
津
安
二
郎
監
督
を
愛
す
る
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
〜
』
85

二
〇
一
五
・
三
発
行
予
定
）
に
も
短
評
「
小
津
安
二
郎
、
愛

読
と
研
究
の
間
」
を
書
い
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
を
枕
に
、
ち
ょ
っ
と
毛
色
の
変
わ
っ
た
二
冊
の
小
津
本
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。

大
場
健
治
『
銀
幕
の
恋

田
中
絹
代
と
小
津
安
二
郎
』

一
冊
目
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
大
場
健
治
『
銀
幕
の
恋

田
中
絹
代
と
小
津
安
二
郎
』（
二
〇
一
四
・
二
、
晶
文
社
）。
私
の
理

解
を
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
小
津
の
小
さ
な
言
葉
か
ら
大
き
く
想
像
の
羽
を
広
げ
た
労
作
。
あ
る
い
は
怪
作
。
小
津
と
い
え
ば
、
判

で
押
し
た
よ
う
に
原
節
子
と
の
ロ
マ
ン
ス
と
な
る
と
こ
ろ
、
大
場
は
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま
ま
に
田
中
絹
代
と
の
「
恋
」
を
大
胆
に
描
い

て
み
せ
た
。
あ
っ
と
驚
く
、
で
あ
る
。
私
が
い
う
「
小
津
の
小
さ
な
言
葉
」
は
小
津
日
記
の
中
に
あ
る
。

田
中
眞
澄
編
纂
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』（
一
九
九
三
・
一
二
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
始
ま
る
。
田
中
絹

五
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代
は
、
開
巻
ま
も
な
く
登
場
す
る
。
絹
代
出
演
の
『
東
京
の
女
』（
一
九
三
三
年
二
月
九
日
公
開
）
の
撮
影
と
『
非
常
線
の
女
』（
一
九

三
三
年
四
月
二
十
七
日
公
開
）の
本
読
み
が
一
月
に
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
▲
絹
代
、
逢
初
と
大
木
に
非
常
線
の
女
の
ド
レ

ス
注
文
に
行
く
」（
二
月
十
八
日

土
））。
こ
れ
が
、
現
存
す
る
小
津
日
記
最
初
の
田
中
絹
代
へ
の
言
及
。
逢
初
は
共
演
の
逢
初
夢
子
。

大
木
は
店
名
。
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
、
四
日
後
の
記
述
に「
▲
大
木
にd

ress

の
仮
縫
ひ
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て

絹
代
さ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
を
の
み

東
京
屋
に
行
く
」（
二
月
二
十
二
日

水
））と
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
喫
茶
店
。
東
京
屋
は
な
ん

だ
ろ
う
。

気
に
す
べ
き
は
、「
絹
代
さ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
を
の
み
」の「
絹
代
さ
ん
」。
最
初
の
呼
び
捨
て
は
、
監
督
が
出
演
俳
優
を
記
す
の
に
当

然
と
し
て
、「
絹
代
さ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
を
の
み
」か
ら
窺
わ
れ
る
、
い
わ
ば
あ
る
種
の
親
密
性
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ど
う
だ
ろ
う
。
数
日

置
い
て
の
記
述
だ
け
に
な
お
さ
ら
目
に
つ
く
。

そ
も
そ
も
、
小
津
が
田
中
絹
代
を
最
初
に
使
っ
た
の
は『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』（
一
九
二
九
年
）。
小
津
が
ま
だ
三
年
目
の
駆
け
出

し
監
督
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
田
中
絹
代
は
既
に
幹
部
女
優
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』か
ら
四
年

後
の
「
絹
代
さ
ん
」
は
敬
称
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

だ
が
、
こ
の
あ
た
り
、
田
中
絹
代
が
ら
み
の
記
述
が
ま
だ
あ
る
。「
▲
一
寸
忘
ら
れ
ぬ
花
をcu

t

し
た
／
▲
絹
代
さ
ん
が
丸
髷
で

綺
）

奇

麗
だ
つ
た
」（
四
月
二
十
六
日

水
））。『
非
常
線
の
女
』
の
公
開
前
日
。
翌
日
公
開
に
向
け
た
最
後
の
調
整
で
の
「cu

t

」
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、「
一
寸
忘
ら
れ
ぬ
花
」と
い
う
表
現
は
意
味
深
長
。「
花
」を
絹
代
と
取
る
と
、
い
い
表
情
だ
っ
た
が
切
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
続
く
丸
髷
の
「

綺
）

奇
麗
」
は
フ
ィ
ル
ム
上
の
こ
と
か
。
し
か
し
、『
非
常
線
の
女
』
の
絹
代
は
終
始
洋
装
で
丸
髷
で
は
な

い
。
と
す
れ
ば
、
絹
代
に
会
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
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今
少
し
日
記
に
か
か
ず
ら
う
。
翌
一
九
三
四
年『
浮
草
物
語
』（
一
九
三
四
年
十
一
月
二
十
二
日
公
開
）撮
影
中
の
こ
と
。「
あ
け
方

夢
を
み
た

絹
代
さ
ん
と
お
茶
を
の
ん
で
ゐ
る
ま
こ
と
に
つ
ゝ
ま
し
い
夢
だ
」（
十
月
十
七
日

水
））。
田
中
絹
代
の
夢
を
見
る
。
そ
の

夢
を
記
す
。
私
が
「
小
津
の
小
さ
な
言
葉
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
さ
り
げ
な
い
記
述
を
指
す
。
そ
の
裏
に
あ
る
や
も
し
れ

ぬ
小
津
の
心
情
を
、
大
場
健
治
は
描
い
て
み
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

『
非
常
線
の
女
』
の
ロ
ケ
が
天
候
の
加
減
で
中
止
続
き
だ
っ
た
あ
る
日
。
湯
河
原
の
旅
館
・
中
西
屋
に
宿
泊
し
て
い
た
時
の
こ
と
。

「
▲
春
江
さ
ん

ま
こ
と
に
健
在
」（
三
月
三
日

金
））
と
い
う
記
述
。
春
江
は
『
東
京
の
女
』
に
お
け
る
田
中
絹
代
の
役
名
。
絹
代
も

中
西
屋
に
宿
泊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
春
江
さ
ん
」
は
こ
れ
ま
た
親
密
な
呼
び
方
と
な
ろ
う
。

一
九
三
三
、
三
四
年
の
小
津
日
記
に
刻
ま
れ
た
田
中
絹
代
の
小
さ
な
影
。『
銀
幕
の
恋

田
中
絹
代
と
小
津
安
二
郎
』
の
「
あ
と
が

き
」
に
よ
れ
ば
、「
本
作
の
題
名
は
は
じ
め
『
小
説
・
田
中
絹
代
の
恋
』
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
佐
藤
春
夫
の
『
小
説
永
井

荷
風
伝
』（
一
九
六
〇
年
）、
檀
一
雄
『
小
説
太
宰
治
』（
一
九
四
九
年
）、
杉
森
久
英
『
小
説
坂
口
安
吾
』（
一
九
七
八
年
）
な
ど
を
想

起
す
る
が
、
あ
っ
た

事
実

の
み
に
掣
肘
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
、
あ
り
え
た

真
実

に
迫
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』
の
出
会
い

大
場
は
書
い
て
い
る
。「
昭
和
も
四
年
の
就
職
難
の
春
、「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」の
見
出
し
が
新
聞
紙
上
に
躍
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

映
画
の
題
名
に
ち
ゃ
っ
か
り
戴
い
た
と
こ
ろ
が
、
大
学
で
の
資
格
な
ど
歯
牙
に
も
か
け
ぬ
清
水
の
屈
折
し
た
才
気
で
あ
る
」。
清
水
は

七
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清
水
宏
。
京
都
下
加
茂
で
大
部
屋
の
田
中
絹
代
を
主
役
に
抜
擢
し（『
村
の
牧
場
』（
一
九
二
四
年
））、
蒲
田
に
連
れ
て
来
た
。
私
生
活

で
は
試
験
結
婚
の
相
手
と
な
っ
た
。

佐
藤
千
広
「
ク
ロ
ニ
ク
ル
「
清
水
宏
１
９
０
３
〜
１
９
６
６
」」（
田
中
眞
澄
・
木
全
公
彦
・
佐
藤
武
・
佐
藤
千
広
編
『﹇
映
畫
読
本
﹈

清
水
宏

即
興
す
る
ポ
エ
ジ
ー
、
蘇
る
「
超
映
画
伝
説
」』（
二
〇
〇
〇
・
七
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
））
の
一
九
二
〇
年
十
七
歳
の
項

に
、「
清
水
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
札
幌
農
学
校
入
学
。
翌
年
中
退
し
た
と
い
う
。（
こ
の
学
歴
を
疑
う
意
見
は
多
い
）」
と
あ
る
。
一
九

二
〇
年
に
は
、
札
幌
農
学
校
は
既
に
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
清
水
の
ホ
ラ
か
も
知
れ
な
い
が
、
き
ち
ん

と
調
べ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
か
。

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
今
に
伝
わ
る
「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」
と
い
う
金
融
恐
慌
、
昭
和
恐
慌
下
の
流
行
語
に
つ
い
て
。
小

津
の
『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』（
一
九
二
九
年
）
が
そ
の
元
で
は
な
い
と
い
う
単
純
な
事
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
時
代
を

経
る
に
つ
れ
小
津
の
映
画
が
こ
の
言
葉
を
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
面
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
。

小
津
と
絹
代
の
本
格
的
出
会
い
は
こ
の
作
品
。
大
場
は
撮
影
中
の
小
津
の
視
線
を
通
し
て
絹
代
を
こ
う
捉
え
る
。
下
宿
の
階
段
か

ら
降
り
て
来
る
町
子
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
覗
く
体
。「
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
愛
く
る
し
い
笑
顔
。
し
か
し
た
と
え
ば
松
井
潤
子
の
屈

託
な
い
笑
顔
と
は
ど
こ
か
違
う
陰
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
危
険
で
淫
蕩
な
陰
の
よ
う
に
見
え
た
」。
以
前
撮
影
所
で
す
れ
違
っ
た
時
の
印

象
は
「
目
を
伏
せ
て
小
さ
く
頭
を
下
げ
て
挨
拶
す
る
と
、
ち
ら
っ
と
上
目
づ
か
い
で
小
津
を
見
上
げ
る
。／
不
逞
の
一
瞬
」
と
。
挑
戦

的
な
眼
差
し
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
津
が
清
水
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

の
は
、
絹
代
の
「
不
逞
の
実
体
を
ぐ
い
っ
と
確
か
め
て
み
た
か
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
」
い
と
い
う
の
だ
。
絹
代
が
小
津
を
み

つ
め
る
「
不
逞
」
な
眼
差
し
か
ら
、
大
場
は
ふ
た
り
の
恋
を
描
い
て
ゆ
く
。
職
の
な
い
野
本
徹
夫
（
高
田
稔
）
に
代
わ
り
、
町
子
（
田
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中
絹
代
）
が
カ
フ
ェ
ー
で
働
く
場
面
。
現
存
フ
ィ
ル
ム
の
客
は
笠
智
衆
だ
。
小
津
が
注
文
を
付
け
る
ま
で
も
な
く
、
絹
代
に
は
「
天

性
の
妖
し
い
コ
ケ
ッ
ト
リ
ー
」
が
あ
っ
た
。

『
落
第
は
し
た
け
れ
ど
』
の
頃

大
場
の
奔
放
な
想
像
力
は
、
飯
田
蝶
子
に
遣
り
手
の
役
割
を
負
わ
せ
る
に
至
る
。『
落
第
は
し
た
け
れ
ど
』（
一
九
三
〇
年
四
月
一
一

日
公
開
）
の
編
集
が
終
わ
っ
た
日
の
こ
と
。
飯
田
蝶
子
は
蒲
田
の
自
分
の
家
に
小
津
を
誘
っ
た
。
亭
主
の
茂
原
英
雄
は
茂
原
式
ト
ー

キ
ー
の
開
発
中
で
留
守
。
二
階
で
待
っ
て
い
た
の
は
、
な
ん
と
絹
代
で
あ
っ
た
。
丸
火
鉢
の
鉄
瓶
に
は
熱

が
付
け
て
あ
る
。「
絹
代

が
鉄
瓶
か
ら
徳
利
を
取
っ
て
、
持
ち
替
え
る
と
指
先
を
耳
た
ぶ
に
当
て
た
。／
白
い
絹
の
肌
の
手
が
震
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。／

「
先
生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
使
っ
て
下
さ
い
ね
」／
小
津
は
坐
り
直
し
て
徳
利
を
押
し
や
っ
た
。／「
ぼ
く
は
清
水
の
親

友
だ
」／
絹
代
は
そ
れ
で
も
、小
津
の
浅
黒
い
顔
を
見
つ
め
た
ま
ま
、不
逞
の
目
を
じ
っ
と
そ
ら
す
こ
と
を
し
な
い
。／「
先
生
」／
小
津

は
た
じ
ろ
い
だ
。／
鉄
瓶
が
ち
ん
ち
ん
と
音
を
立
て
た
。／「
先
生
、
わ
た
し
の
体
は
汚
い
ん
で
し
ょ
う
ね
」／
小
津
は
立
ち
上
が
っ

た
。／
ゆ
っ
く
り
階
段
を
下
り
る
と
、
飯
田
蝶
子
が
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。／「
わ
た
し
の
一
世
一
代
の
義
侠
心
だ
よ
」／
小
津
は
返

事
を
せ
ず
に
戸
を
開
け
て
外
に
出
た
。／
甘
い
春
の
夜
風
で
あ
る
。／
蒲
田
の
青
春
の
月
は
一
面
の
お
ぼ
ろ
の
中
に
あ
る
」。

一
文
改
行
の
思
わ
せ
ぶ
り
な
場
を
長
ら
く
引
用
し
て
し
ま
っ
た
。
何
を
馬
鹿
ば
か
し
い
と
一
蹴
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
上
手
い

行
文
で
は
け
し
て
な
い
。
た
だ
、
学
ぶ
べ
き
は
大
場
の
飛
躍
す
る
力
な
の
だ
。「
小
津
の
小
さ
な
言
葉
」か
ら
の
飛
躍
、
と
い
う
よ
り

想
像
力
で
あ
る
。
あ
な
が
ち
、
荒
唐
無
稽
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
寺
山
修
司
で
は
な
い
が
、
ど
ん
な
鳥
も
想
像
力
よ
り

九
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高
く
飛
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
。

「「
先
生
、
わ
た
し
の
体
は
汚
い
ん
で
し
ょ
う
ね
」」と
い
う
絹
代
の
言
葉
と
、「
小
津
は
立
ち
上
が
っ
た
」の
間
が
問
題
で
あ
る
。
こ

こ
に
間
が
な
い
と
解
釈
す
る
な
ら
、
飯
田
蝶
子
の
「
立
ち
は
だ
か
」
り
は
、
自
分
の
好
意
、
あ
る
い
は
お
せ
っ
か
い
を
無
視
し
た
小

津
へ
の
抗
議
と
な
ろ
う
。
こ
こ
に
間
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
飯
田
蝶
子
の
念
押
し
と
い
う
か
押
し
付
け
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
ど
ち
ら
と
決
め
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

作
品
も
か
な
り
進
み
、
戦
後
は
昭
和
二
十
七
年
。
小
津
が
終
の
棲
家
た
る
北
鎌
倉
に
転
居
す
る
直
前
の
こ
と
だ
。
小
津
と
長
ら
く

深
い
関
係
に
あ
っ
た
森
栄
は
築
地
で
料
亭
を
経
営
し
て
お
り
、
小
津
も
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
た
。
森
栄
が
、
親
し
い
人
が
居
る
と
小

津
に
打
ち
明
け
る
場
面
。
大
場
は
森
栄
の
小
津
へ
の
未
練
を
語
る
が
、
小
津
の
反
応
は
冷
め
た
も
の
だ
。「
頻
繁
に
と
い
う
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
ろ
、
と
き
ど
き
小
津
は
、
野
田
高
梧
な
ど
撮
影
所
の
連
中
を
連
れ
て
料
亭「
森
」を
使
っ
た
。／
泊
る
こ
と
も
あ
っ
た
。／
栄

は
か
い
が
い
し
く
世
話
を
し
た
。／
し
か
し
、
蒲
田
の
飯
田
蝶
子
の
家いえ
の
二
階
で
、
田
中
絹
代
の
徳
利
を
押
し
返
し
た
小
津
で
あ
る
。

一
線
を
超
え
る
こ
と
は
も
う
な
か
っ
た
」。「
も
う
な
か
っ
た
」と
い
う
の
は
、
森
栄
と
男
女
の
よ
り
を
戻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

大
場
の
解
釈
。
そ
の
前
提
に
「
田
中
絹
代
の
徳
利
を
押
し
返
し
た
小
津
」
を
出
し
て
い
る
。
素
直
に
読
む
な
ら
、『
落
第
は
し
た
け
れ

ど
』
の
時
の
飯
田
蝶
子
の
家
で
の
こ
と
、
絹
代
の
言
葉
の
後
に
間
は
な
か
っ
た
と
読
む
べ
き
か
。
だ
が
、
大
場
の
筆
は
お
ぼ
ろ
、
思

わ
せ
ぶ
り
と
い
う
ほ
か
な
い
。

一
〇



父
寅
之
助
の
死
の
後
に

一
九
三
四
年
四
月
二
日
、
父
寅
之
助
が
狭
心
症
で
亡
く
な
る
。『
母
を
恋
は
ず
や
』
公
開
（
一
九
三
四
年
五
月
一
一
日
）
翌
日
。
大

場
は
喪
服
の
田
中
絹
代
が
深
川
の
小
津
家
を
訪
れ
た
と
記
す
。
小
津
が
絹
代
を
新
橋
ま
で
送
る
と
い
う
。
以
下
引
用
。
や
や
長
い
。

永
代
橋
を
渡
り
切
っ
た
。

「
先
生
、
こ
こ
か
ら
大
川
の
岸
に
下
り
て
い
け
る
の
か
し
ら
」

小
津
が
先
に
立
っ
た
。
絹
代
が
小
津
に
小
さ
な
手
を
預
け
た
。

「
寒
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
い
」

「
寒
く
な
ん
か
な
い
」
と
絹
代
は
シ
ョ
ー
ル
を
外
し
て
小
津
の
頑
丈
な
首
に
回
す
と
、
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
顔
を
上
げ
て
小
津

に
唇
を
寄
せ
た
。

濃
厚
な
接
吻
だ
っ
た
。

向
こ
う
岸
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
倉
庫
の
陰
に
「
ク
ラ
ブ
歯
磨
」
の
ネ
オ
ン
が
小
さ
く
光
っ
て
見
え
た
。

「
も
う
一
度
、
ね
」

ネ
オ
ン
が
光
っ
た
。

「
お
髭
が
痛
い
」
と
絹
代
が
言
っ
た
。

一
一
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清
水
は
髭
を
生
や
し
て
な
い
と
小
津
は
思
っ
た
。

ネ
オ
ン
が
ま
た
光
っ
た
。

「
先
生
は
子
供
が
好
き
で
し
ょ
。
で
も
わ
た
し
は
子
供
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
わ
た
し
は
時
子
っ
て
名
前
に
な
っ
た
か

ら
。
先
生
そ
れ
で
も
い
い
？
」

「
あ
あ
」

「
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
母
に
話
し
ま
す
。
兄
や
姉
は
も
う
母
に
預
け
て
い
い
の
。
わ
た
し
は
時
子
と
し
て
一
生
の
時
を
先
生
の
た

め
に
生
き
る
の
。
ね
、
先
生
、
い
い
の
ね
、
い
い
の
ね
」

今
度
は
小
津
の
方
か
ら
唇
を
近
づ
け
た
。

む
ろ
ん
、
事
実
で
は
な
い
。
五
月
十
二
日
土
曜
日
。
小
津
日
記
の
記
述
は
「
腹
わ
る
い

一
日
家
／
山
中
貞
雄
に
さ
ゝ
ぐ
／
大
河

内
一
人
斬
つ
て
は
台
に
の
り
／
頃
日
ま
こ
と
に
散
漫

俳
句
に
な
ら
ず
」
の
み
で
あ
る
。「
大
河
内
一
人
斬
っ
て
は
台
に
の
り
」
と
い

う
ざ
れ
句
は
、
大
河
内
伝
次
郎
の
演
技
の
「
散
漫
」
さ
を
批
判
的
に
詠
ん
だ
も
の
か
。
直
近
の
主
演
作
は
伊
藤
大
輔
『
丹
下
左
膳

剣

戟
の
巻
』（
一
九
三
四
年
）。
こ
の
年
三
月
に
、
山
中
貞
雄
は
深
川
の
小
津
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
小
津
は
山
中
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
狂

句
に
込
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
翌
年
、
山
中
は
大
河
内
伝
次
郎
を
使
っ
て
『
丹
下
左
膳
余
話

百
万
両
の
壺
』
を
撮
っ
て
い

る
。繰

り
返
し
に
な
る
が
、
事
実
の
す
き
ま
か
ら
真
実
を
見
よ
う
と
い
う
の
が
大
場
の
方
法
。
引
用
し
た
小
津
と
絹
代
の
キ
ス
シ
ー
ン

は
滑
稽
と
い
え
ば
滑
稽
。
小
津
を
聖
化
偶
像
視
し
よ
う
と
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
大
場
の
仕
業
は
許
さ
れ
ざ
る
行
為
か
も
し
れ

一
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な
い
。

し
か
し
で
あ
る
。
小
津
安
二
郎
が
研
究
対
象
と
し
て
自
立
す
る
た
め
に
は
、
聖
化
偶
像
化
は
排
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
没
後
五
十

年
以
上
を
経
て
、
小
津
研
究
が
自
由
に
な
っ
て
き
た
徴
表
と
受
け
と
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
大
場
の
よ
う
な
行
為
が
、
小
津

へ
の
敬
愛
尊
敬
と
背
馳
し
な
い
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
夜
の
北
鎌
倉

先
を
急
ご
う
。
小
津
と
絹
代
の
恋
の
結
末
如
何
。
小
津
最
晩
年
、
一
九
六
二
年
十
一
月
二
十
四
日
。
二
月
に
母
あ
さ
ゑ
を
亡
く
し

て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
北
鎌
倉
の
家
に
、
田
中
絹
代
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
霧
の
夜
九
時
半
を
過
ぎ
て
い
る
。
テ
ア
ト
ル
鎌
倉
で
小
津

の
『
秋
刀
魚
の
味
』（
一
九
六
二
年
一
一
月
一
八
日
公
開
）
と
絹
代
出
演
の
川
頭
義
郎
『
か
あ
さ
ん
長
生
き
し
て
ね
』（
一
九
六
二
年
一

〇
月
一
三
日
公
開
）
が
併
映
に
な
っ
た
の
で
観
に
来
た
の
だ
と
い
う
。
絹
代
は
ど
ち
ら
の
試
写
も
観
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。
ま
た
、

小
津
の
母
の
お
参
り
も
し
た
い
と
い
う
。
タ
ク
シ
ー
を
飛
ば
し
て
や
っ
て
き
た
絹
代
を
、
小
津
は
浄
智
寺
の
角
で
出
迎
え
た
。
寒
い

中
、
小
津
は
し
ば
ら
く
待
っ
た
で
あ
ろ
う
。

玄
関
に
入
り「
小
津
は
電
燈
の
下
の
絹
代
の
姿
を
見
た
。／
目
立
た
な
い
地
味
な
着
物
だ
っ
た
が
、
髪
は
全
部
う
し
ろ
に
梳
い
て
ま

と
め
て
束
ね
て
、
額
を
そ
の
ま
ま
見
せ
て
い
た
。『
彼
岸
花
』で
注
文
し
た
髪
型
で
あ
る
。
鎌
倉
ま
で
出
て
き
て
電
話
を
か
け
た
の
は
、

併
映
と
い
う
思
い
が
け
ぬ
縁
を
と
ら
え
た
う
え
で
の
予
定
の
行
動
に
相
違
な
い
と
小
津
は
推
察
し
て
、少
し
た
じ
ろ
い
だ
」。『
大
学
は

出
た
け
れ
ど
』
以
前
か
ら
の
絹
代
の
「
不
逞
」
な
目
付
き
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
蒲
田
の
飯
田
蝶
子
の
家
の
二
階
。
そ
し
て
、
永
代
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橋
の
畔
。

絹
代
の
話
を
肴
に
、
小
津
は
熱

の
徳
利
を
つ
け
る
。
今
日
十
一
月
二
十
四
日
の
霧
の
夜
に
『
愛
染
か
つ
ら
』
の
二
人
が
や
っ
と

出
会
っ
た
の
だ
と
、
絹
代
は
い
う
。

絹
代
は
こ
こ
で
き
っ
ぱ
り
と
居
ず
ま
い
を
正
し
て
、
ち
ん
ち
ん
と
鳴
る
瀬
戸
の
丸
火
鉢
の
鉄
瓶
か
ら
小
津
の
何
本
め
か
の
熱

の
徳
利
を
取
っ
て
、
さ
っ
と
右
手
に
持
ち
替
え
る
と
指
先
を
耳
た
ぶ
に
当
て
た
。
い
つ
か
遠
い
む
か
し
の
、
蒲
田
の
春
の
宵
の
二

階
で
の
仕
草
で
あ
る
。

「
今
夜
は
受
け
て
下
さ
い
ま
す
ね
」

小
津
は
勢
い
に
押
さ
れ
て
杯
を
絹
代
の
前
に
差
し
出
し
た
。

梵
鐘
の
音
が
家
の
中
に
も
渡
っ
て
き
た
。

「
円
覚
寺
の
鐘
だ
。
六
時
、
朝
の
勤
行
が
始
ま
る
」

絹
代
は
し
ゃ
き
っ
と
身
支
度
を
整
え
て
い
た
。

大
場
の
密
や
か
な
工
夫
を
解
き
ほ
ぐ
す
の
は
無
粋
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
絹
代
の
「「
今
夜
は
受
け
て
下
さ
い
ま
す
ね
」」
の
「
は
」

で
あ
る
。
小
津
は
絹
代
の
酌
を
「「
今
夜
は
」」
受
け
た
。
蒲
田
の
夜
も
お
ぼ
ろ
で
は
あ
る
が
、
絹
代
か
ら
す
れ
ば
「
受
け
て
」
も
ら
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
朝
を
迎
え
た
ふ
た
り
で
あ
る
。「
絹
代
は
し
ゃ
き
っ
と
身
支
度
を
整
え
て
い
た
」と
は
、
そ
れ
ま
で
は「
し
ゃ
き
っ

一
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と
」
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
、
と
ま
で
い
え
ば
こ
れ
ま
た
野
暮
な
こ
と
。

絹
代
に
小
津
は
母
あ
さ
ゑ
の
懐
中
時
計
を
渡
す
。「「
お
ふ
く
ろ
の
形
見
だ
。
も
ら
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
お
ふ
く
ろ
は
絹
代
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
ね
、
よ
く
『
愛
染
か
つ
ら
』
の
話
を
し
て
た
。
さ
、
も
ら
っ
て
や
っ
て
」」。『
東
京
物
語
』
の
ラ
ス
ト
。
小
津
が
平
山
周

吉
（
笠
智
衆
）
絹
代
が
平
山
紀
子
（
原
節
子
）
に
重
な
る
。
小
津
は
北
鎌
倉
駅
ま
で
絹
代
を
送
る
。

大
場
健
治
の
小
津
ご
っ
こ

大
場
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、
荒
唐
無
稽
な
真
実
を
自
由
闊
達
に
描
い
て
み
せ
た
こ
と
だ
。
周
防
正
行
や
竹
中
直
人
が
映
像
で
行
っ

た
小
津
ご
っ
こ
の
小
説
版
で
あ
る
。
誤
解
は
な
い
と
思
う
が
、「
ご
っ
こ
」と
い
う
の
は
貶
価
で
は
な
い
。
大
場
の
仕
事
は
、
一
見
、

小
津
安
二
郎
論
あ
る
い
は
田
中
絹
代
論
の
装
い
を
纏
っ
て
い
る
の
で
、
罵
倒
さ
れ
る
か
無
視
さ
れ
る
か
の
宿
命
を
負
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
小
説
に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
小
津
が
映
画
の
文
法
を
超
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
映
画
論
も
ま
た
か

く
自
由
で
あ
っ
て
ま
っ
た
く
構
わ
な
い
。

構
成
が
大
胆
な
の
で
理
解
さ
れ
に
く
い
が
、
大
場
が
小
津
テ
キ
ス
ト
絹
代
テ
キ
ス
ト
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
楽
し
く
た

の
し
く
語
っ
て
い
る
中
に
、
独
自
の
見
解
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
挙
げ
て
い
け
ば

き
り
が
な
い
。
た
と
え
ば
志
賀
直
哉
『
暗
夜
行
路
』
時
任
謙
作
の
影
を
負
っ
た
絹
代
の
役
名
時
子
の
こ
と
。
た
と
え
ば
『
風
の
中
の

牝
鶏
』（
一
九
四
八
年
）
の
時
子
（
田
中
絹
代
）
の
一
夜
の
過
ち
。（
私
が
『
風
の
中
の
牝
鶏
』
と
記
し
、「
牝
雞
」
と
し
な
い
理
由
に

つ
い
て
は
、「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜

ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜

⑥『
風
の
中
の
牝
鶏
』
｜

反
復
す
る
階
段
、
あ
る
い
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は
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
祈
り
｜

」（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
34
、
二
〇
〇
二
・
三
）
に
述
べ
た
。
い
ま
だ
に
浸
透
し
て
い
な

い
こ
と
は
残
念
だ
）
大
場
は
こ
う
い
う
。
小
津
は
「
時
子
も
体
を
汚よご
さ
な
か
っ
た
」、「
相
手
の
男
が
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
に
し
よ
う

と
「
売
春
の
部
屋
の
シ
ー
ツ
が
乱
れ
ず
に
き
ち
ん
と
し
た
ま
ま
の
画
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
」
脚
本
を
書
い
た
が
、
共
同
脚
本
の

齋
藤
良
輔
が
「
そ
ん
な
の
小
津
さ
ん
の
気
休
め
」、「
夫
に
と
っ
ち
ゃ
ど
っ
ち
だ
っ
て
同
じ
」
と
笑
っ
た
と
。

細
か
な
こ
と
だ
が
、
読
み
と
し
て
こ
こ
は
大
事
な
と
こ
ろ
だ
。『
風
の
中
の
牝
鶏
』を
論
じ
る
誰
も
が
、
時
子
が
一
夜
の
過
ち
を
犯

し
た
と
済
ま
せ
て
き
た
。
先
の
『
風
の
中
の
牝
鶏
』
論
で
、
私
は
こ
う
書
い
た
。「
シ
ー
ク
ウ
ェ
ン
ス
の
最
初
と
最
後
に
挿
入
さ
れ
て

い
た
布
団
の
シ
ョ
ッ
ト
。
枕
カ
バ
ー
も
乱
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
シ
ー
ツ
も
乱
れ
て
い
な
い
」、「
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
時
子
は
あ

や
う
く
難
を
逃
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
も
ち
ろ
ん
時
子
の
気
持
ち
と
し
て
は
夫
を
裏
切
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
潔
癖
さ
こ
そ
時
子
の
持
ち
味
で
あ
り
、
ま
た
の
ち
に
彼
女
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
」（
こ
こ
で
の
引

用
は
『
小
津
安
二
郎
・
生
き
る
哀
し
み
』（
二
〇
〇
三
・
一
〇
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
か
ら
）
と
。

た
し
か
に
大
場
が
齋
藤
良
輔
に
い
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
「
夫
に
と
っ
ち
ゃ
ど
っ
ち
だ
っ
て
同
じ
」
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、

よ
り
重
要
な
の
は
、「
時
子
の
気
持
ち
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
時
子
の
「
潔
癖
さ
」
を
私
は
「
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
祈
り
」
と
呼
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
強
調
し
た
い
の
は
、
シ
ー
ツ
の
折
り
目
と
い
う
細
部
（
実
際
は
細
部
と
も
い
え
な
い
が
）
か
ら
「
読
み
」
を
構
築
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
映
画
を
小
説
を
読
む
の
と
同
様
に
読
み
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

そ
こ
で
ふ
た
つ
。
ま
ず
、
ま
だ
ま
だ
薄
っ
ぺ
ら
な
映
画
批
評
が
横
行
す
る
中
で
こ
の
よ
う
な
読
み
が
出
て
き
た
こ
と
を
喜
び
た
い

と
い
う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
説
仕
立
て
で
自
由
に
舞
っ
た
大
場
の
仕
事
を
壮
と
し
た
い
と
い
う
だ
。
小
津
を
巡
る
冒
険
。
な

ん
と
も
う
ら
や
ま
し
い
な
あ
。
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末
延
芳
晴
『
原
節
子
、
号
泣
す
』

オ
ヅ
本
も
う
一
冊
は
、
末
延
芳
晴
『
原
節
子
、
号
泣
す
』（
二
〇
一
四
・
六
、
集
英
社
新
書
）。
末
延
に
は
『
永
井
荷
風
の
見
た
あ
め

り
か
』（
一
九
九
七
・
一
一
、
中
央
公
論
社
）、『
荷
風
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』（
二
〇
〇
二
、
一
〇
、
青
土
社
）、『
荷
風
の
あ
め
り
か
』（
二

〇
〇
五
・
一
二
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
と
い
う
荷
風
論
も
あ
る
の
で
、
私
に
は
馴
染
み
の
書
き
手
で
あ
る
。

や
ら
れ
た
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
よ
う
や
く
こ
う
い
う
映
画
論
が
出
て
き
た
と
い
う
気
持
ち
だ
。「
よ
う
や
く
こ
う
い
う
」と
い
う

の
は
、
映
画
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
対
し
方
の
こ
と
だ
。
口
幅
っ
た
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、『
映
像
批
評
の
方
法
』（
一
九
九
六
・
一
二
、

彩
流
社
）
の
江
藤
茂
博
や
私
の
小
津
論
が
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
平
準
化
後
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
暗
夜
の
中
を
孤
独
に
歩
ん
で
き
た
行

路
に
同
行
者
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

『
小
津
安
二
郎
・
生
き
る
哀
し
み
』
の
「
は
じ
め
に
｜

ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
」
で
、
私
は
揚
言
し
た
。「
ビ
デ
オ
は
映
画
を

書
物
に
し
た
。（
略
）誰
で
も
ビ
デ
オ
で
再
読
で
き
る
以
上
、
小
説
を
分
析
す
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
こ
そ
が

読
み
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
。『
原
節
子
、
号
泣
す
』
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
末
延
は
い
う
。「
本
書
は
、
原
節
子
が
「
紀

子
三
部
作
」
に
お
い
て
、
い
か
に
「
号
泣
」
し
、
全
身
的
に
泣
き
崩
れ
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
託
し
た
小
津
の
思
想
・
哲
学

を
「
真
実
」
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
の
う
え
に
現
前
さ
せ
た
か
を
、
あ
た
か
も
小
説
を
読
む
よ
う
に
厳
密
に
検
証
す
る
こ
と
で
読
み
解

こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
」
と
。「
あ
た
か
も
小
説
を
読
む
よ
う
に
」
で
あ
る
。
時
代
は
あ
っ
と
い
う
間
に
進
む
。
ビ
デ
オ
時
代
の
ほ

ぼ
最
初
の
成
果
で
あ
る
太
田
和
彦
『
シ
ネ
マ
大
吟
醸
』（
一
九
九
四
・
一
二
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
・
三
、
小
学
館
文
庫
）
か
ら
、
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思
え
ば
遠
く
に
来
た
も
の
だ
。
Ｖ
Ｈ
Ｓ
か
ら
、
Ｌ
Ｄ
、
い
ま
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ブ
ル
ー
レ
イ
の
時
代
に
。
操
作
性
が
快
適
に
な
っ
た
ば
か

り
で
は
な
い
。二
十
数
年
前
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
Ｔ
Ｖ
に
映
し
て
い
た
。私
の
部
屋
で
は
小
さ
な
テ
レ
ビ
デ
オ
を
二
台
潰
し
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
間
、
映
画
は
確
実
に
書
物
と
な
っ
た
の
だ
。

小
津
読
み
の
小
津
知
ら
ず

「
論
語
読
み
の
論
語
知
ら
ず
」を
も
じ
っ
て
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
い
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、
小
津
映
画
自
体
に
は
精
通
し

て
い
る
が
、
通
時
的
で
あ
れ
共
時
的
で
あ
れ
、
ほ
か
の
映
画
テ
キ
ス
ト
に
は
あ
ま
り
通
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
私
の

よ
う
に
文
学
研
究
と
い
う
異
業
種
か
ら
参
入
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
は
、
ど
れ
だ
け
裾
野
に
通
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
恐
れ
が
あ
る

わ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
映
画
黄
金
時
代
に
映
画
館
に
入
り
浸
っ
て
い
た
と
い
う
原
体
験
は
あ
る
も
の
の
、
常
に
自
分
の
無
知
を
恐
れ

て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
文
学
の
場
合
だ
っ
て
同
じ
こ
と
な
の
だ
が
。

そ
れ
が
で
あ
る
。
末
延
の
行
文
は
私
を
驚
か
せ
る
。『
原
節
子
、
号
泣
す
』の
開
巻
。「
小
津
安
二
郎
は
そ
の
監
督
生
涯
を
通
し
て
一

番
多
く
女
優
を
泣
か
せ
た
監
督
で
あ
っ
た
」。
う
ー
む
。「
そ
の
監
督
生
涯
」
を
「
小
津
の
監
督
生
涯
」
と
取
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

そ
も
そ
ん
な
文
は
成
立
し
な
い
か
ら
。「
世
界
中
の
監
督
と
い
う
監
督
の
生
涯
」と
好
意
的
に
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
の
荒
さ

に
は
と
り
あ
え
ず
目
を
つ
ぶ
ろ
う
。
驚
く
べ
き
は
そ
の
自
信
た
っ
ぷ
り
の
断
定
だ
。「
小
津
読
み
の
小
津
知
ら
ず
」を
自
覚
す
る
私
に

は
、
と
て
も
こ
う
は
い
い
き
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
末
延
の
い
う
「
小
津
の
思
想
・
哲
学
」
と
い
う
の
も
大
上
段
に
聞
こ
え
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
多
く
の
小
津
映
画
に
共

一
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通
す
る
欠
損
家
族
と
云
う
構
造
で
あ
っ
た
り
、『
父
あ
り
き
』（
一
九
四
二
年
）
の
父
子
（
笠
智
衆
・
津
田
晴
彦
・
佐
野
周
二
）
流
し
釣

り
に
典
型
的
な
同
じ
動
作
や
姿
勢
の
共
有
と
い
う
も
の
だ
と
い
う
。
だ
が
、
そ
れ
ら
を
「
小
津
の
思
想
・
哲
学
」
と
し
て
、
先
行
の

小
津
論
が
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
末
延
の
指
摘
は
、
あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
、「
思
想
・
哲

学
」
と
し
て
声
高
に
い
う
ま
で
も
な
い
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。

原
節
子
の
幅
｜
『
上
海
陸
戦
隊
』、『
颱
風
圏
の
女
』
そ
し
て
『
白
痴
』
｜

原
節
子
の
代
表
的
表
情
と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
『
晩
春
』（
一
九
四
九
年
）
や
『
東
京
物
語
』
の
穏
や
か
な
紀
子
と
い
う
こ
と
に

な
り
が
ち
だ
。
だ
が
、
末
延
は
そ
の
よ
う
な
原
節
子
と
は
対
蹠
的
な
表
情
を
見
ら
れ
る
作
品
に
言
及
す
る
。
熊
谷
久
虎
『
上
海
陸
戦

隊
』（
一
九
三
九
年
）、
大
庭
秀
雄
『
颱
風
圏
の
女
』（
一
九
四
八
年
）、
さ
ら
に
は
黒
澤
明
『
白
痴
』（
一
九
五
一
年
）
で
あ
る
。「
原
節

子
は
、「
永
遠
の
処
女
」
と
か
「
永
遠
の
マ
ド
ン
ナ
」
な
ど
と
い
っ
た
固
定
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
枠
に
は
め
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
感
が

あ
る
が
、
現
実
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
資
質
と
し
て
、
内
側
に
極
め
て
不
定
形
で
危
険
、
か
つ
暗
く
、
ワ
イ
ル
ド
で
、
反
社
会
的
な

本
性
を
秘
め
た
女
優
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
女
の
魅
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
」。

『
颱
風
圏
の
女
』
は
「
明
ら
か
に
失
敗
作
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
こ
の
映
画
で
密
輸
船
の
船
長
の
情
婦
に
身
を
落
と
し
、
生
き
る
こ

と
に
ふ
て
腐
っ
た
よ
う
な
も
の
の
言
い
よ
う
と
物
腰
、
そ
し
て
暗
い
影
を
宿
し
つ
つ
も
、
自
分
を
そ
の
よ
う
な
境
遇
に
陥
れ
た
も
の

に
対
す
る
行
き
ど
こ
ろ
の
な
い
怒
り
の
感
情
を
持
て
余
し
て
い
る
と
い
っ
た
ふ
う
の
情
婦
を
演
じ
る
原
の
風
貌
は
、
言
語
を
絶
し
て

美
し
い
。
日
本
の
近
代
映
画
史
上
で
、
欧
米
の
大
女
優
に
引
け
を
取
ら
ぬ
形
で
、
日
本
女
優
が
最
も
美
し
く
映
し
撮
ら
れ
た
フ
ィ
ル

一
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ム
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
」。
あ
い
か
わ
ら
ず
大
袈
裟
だ
。「
欧
米
の
大
女
優
」が
基
本
的
に
は
上
位
で
あ
る
か
の
よ
う
な
も
の
い
い
に

は
不
満
だ
が
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
少
な
か
っ
た
『
颱
風
圏
の
女
』
に
着
目
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
。
さ
ら
に
、『
颱
風

圏
の
女
』
の
原
の
表
情
が
、
小
津
に
『
晩
春
』
の
観
能
の
場
面
の
紀
子
の
豹
変
を
作
ら
せ
た
と
い
う
。『
晩
春
』
の
服
部
に
『
颱
風
圏

の
女
』
で
共
演
し
た
宇
佐
美
淳
を
使
っ
た
の
も
そ
の
証
左
だ
と
い
う
の
だ
。

末
延
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
上
海
陸
戦
隊
』
や
『
颱
風
圏
の
女
』
の
原
節
子
も
美

し
い
。
大
事
な
の
は
、
小
津
の
紀
子
三
部
作
に
お
い
て
も
原
節
子
は
豹
変
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一
瞬
の
う
ち
に
対
蹠
的
な
表

情
に
変
化
さ
せ
う
る
原
節
子
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
は
強
調
し
て
強
調
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

小
津
と
黒
澤
の
原
節
子

『
白
痴
』
の
那
須
妙
子
（
原
節
子
）
の
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
表
情
。
そ
れ
は
こ
の
上
な
く
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
私
に
は

小
津
『
東
京
暮
色
』
で
母
・
相
島
喜
久
子
（
山
田
五
十
鈴
）
に
妹
・
杉
山
明
子
（
有
馬
稲
子
）
の
死
を
告
げ
る
喪
服
の
沼
田
孝
子
（
原

節
子
）の
恐
さ
が
直
結
す
る
。『
白
痴
』を
末
延
は
、「
全
体
を
貫
く
緊
張
感
の
高
さ
に
お
い
て
出
色
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
り
、
黒
澤
映
画

最
大
の
傑
作
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
映
画
史
上
類
の
な
い
芸
術
映
画
作
品
」と
絶
賛
す
る
。
私
も
黒
澤
の
一
本
と
な
る
と
、『
白

痴
』
を
採
り
た
い
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
個
人
的
な
感
慨
か
ら
来
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
少
し
割
り
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
が
生
ま
れ
る
一
年
前
の
札
幌
が
フ
ィ
ル
ム
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
狸
小
路
の
宮
文
刃
物
店
、
苗
穂
跨
線
橋
な
ど
な

ど
、
原
記
憶
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。

二
〇



末
延
は
、
原
節
子
を
巡
っ
て
黒
澤
明
と
小
津
安
二
郎
の
間
に
「
壮
絶
な
闘
い
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
い
ま
や
日
本
が
世
界
に
誇
る

ふ
た
り
の
巨
匠
。
黒
澤
が
監
督
試
験
を
受
け
た
時
、
小
津
の
ひ
と
こ
と
で
合
格
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

対
蹠
的
な
作
風
で
は
あ
る
が
、
天
才
相
認
め
る
趣
が
あ
る
。

小
津
が
『
晩
春
』
に
原
節
子
を
起
用
し
た
の
は
、
戦
前
に
引
き
続
き
ヒ
ロ
イ
ン
を
約
束
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
桑
野
通
子
の
急
死
と
、

山
中
貞
雄
に
繫
が
る
縁
か
ら
で
あ
ろ
う
。
敗
戦
後
、
黒
澤
明
が
原
節
子
を
『
わ
が
青
春
に
悔
な
し
』（
一
九
四
六
年
）
に
起
用
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
小
津
『
晩
春
』、
黒
澤
『
白
痴
』
と
交
錯
し
、
小
津
の
ピ
ー
ク
『
麦
秋
』、『
東
京
物
語
』
を
迎
え
る
。
末
延
に
よ
れ
ば
、

『
白
痴
』
に
お
い
て
「
原
節
子
が
内
に
隠
し
持
つ
反
社
会
的
な
本
性
を
、
黒
澤
が
極
限
的
に
引
き
だ
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
う
え
で
全
面

的
に
開
示
さ
せ
た
」
こ
と
が
、『
麦
秋
』、『
東
京
物
語
』
の
抑
制
・
爆
発
（
号
泣
）
を
可
能
に
し
た
と
い
う
の
だ
。
黒
澤
は
小
津
を
意

識
し
て
『
白
痴
』
の
原
節
子
を
造
形
し
た
。
だ
が
、「『
麦
秋
』、『
東
京
物
語
』
と
い
う
二
つ
の
映
画
史
上
に
残
る
傑
作
を
立
て
続
け
に

見
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
黒
澤
は
、
女
優
原
節
子
を
使
っ
て
映
画
を
創
る
こ
と
に
か
け
て
は
、
小
津
に
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
二
人
の
間
で
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
形
で
原
節
子
を
め
ぐ
っ
て
闘
わ
れ
た
熾し
烈れつ
な
映
画
戦
争
は
、
以
後
、
黒
澤
の
方

か
ら
打
ち
切
る
と
い
っ
た
形
で
終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
だ
が
、
し
か
し
、
黒
澤
は
、『
東
京
物
語
』で
小
津
が
突
き
つ
け
た
も
の

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
黒
澤
は
、『
東
京
物
語
』か
ら
実
に
三
十
七
年
後
の
一
九
九
〇
年
に
製
作
さ
れ
た『
夢
』

の
最
終
話
、
水
車
の
ゆ
っ
く
り
回
る
村
の
話
で
、「
時
の
司
祭
」と
し
て
百
三
歳
の
村
長
を
笠
智
衆
に
演
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
小
津
に

対
し
て
最
大
の
畏い
敬けい
の
念
を
込
め
て
答
え
を
返
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。

二
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重
政
隆
文
の
『
原
節
子
、
号
泣
す
』
批
判

そ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
重
政
隆
文
「

映
画
の
見
か
た

の
見
か
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
批
評
の
行
方
」（『
映
画
論
叢
』
37
、
二
〇

一
四
・
一
一
、
国
書
刊
行
会
）
と
い
う
文
章
。
重
政
は
こ
う
始
め
る
。「
近
年
、
特
に
映
画
研
究
者
、
映
画
学
者
な
ど
の
多
く
が
Ｄ
Ｖ

Ｄ
依
存
症
で
は
な
い
か
と
思
え
る
よ
う
な
論
考
が
増
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
面
白
く
書
け
て
い
れ
ば
い
い
が
、
そ
の
基
礎
の
と
こ
ろ

で
映
画
体
験
の
な
い
も
の
は
根
無
し
草
の
よ
う
に
私
は
感
じ
る
。
根
底
に
映
画
館
体
験
が
あ
る
の
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
純
粋
培
養
的
に
ソ

フ
ト
だ
け
論
じ
る
の
と
で
は
、
大
き
く
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
」。
重
政
の
憂
い
は
よ
く
分
か
る
。
だ
が
、
だ
が
で
あ
る
。
問
題
に
し

た
い
の
は
、
重
政
が
絶
対
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
、「
映
画
館
体
験
」
で
あ
る
。

先
に
も
書
い
た
が
、
私
自
身
に
も
映
画
館
の
原
体
験
は
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
貴
重
な
も
の
だ
。
だ
が
、
そ
れ
を
絶
対
視
し
て「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
批
評
」
を
「
依
存
症
」、「
根
無
し
草
」
と
呼
ぶ
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
か
り
に
映
画
館
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
な
い
論
者
が
映
画
論

を
書
い
た
と
し
て
、
そ
れ
が
優
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
構
わ
な
い
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ひ
と
つ
の
表
現
な
の
だ
と
い
う
の
が
、

私
の
考
え
だ
。

私
自
身
も
『
小
津
安
二
郎
・
生
き
る
哀
し
み
』
を
出
し
た
時
、「
ま
え
が
き
｜

ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
」
に
「
映
画
館
育
ち
」

で
あ
る
旨
を
最
初
に
記
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
様
の
批
判
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
た
批
評
で
あ
る
こ
と
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
強
い
た
め
だ
ろ
う
と
前
向
き
に
捉
え
た
も
の
だ
。

重
政
は
宮
崎
駿
と
ビ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
を
論
じ
た
二
冊
の
映
画
論
を
「
根
無
し
草
」
の
例
に
挙
げ
た
後
、
も
っ
と
も
多
く
の
ペ
ー

二
二



ジ
を
割
い
て
『
原
節
子
、
号
泣
す
』
を
難
じ
る
。「
こ
の
人
は
映
画
が
好
き
な
の
で
は
な
く
、
小
津
安
二
郎
が
好
き
な
の
で
あ
る
。
街

中
で
か
か
っ
て
い
る
映
画
に
は
興
味
が
な
い
の
だ
。
純
粋
無
垢
な
小
津
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
」。
私
の「
小
津
読
み
の
小
津
知
ら
ず
」

と
い
う
危
惧
と
同
じ
だ
。
ま
あ
、
そ
れ
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

「
純
粋
無
垢
」
は
十
分
に
皮
肉
だ
が
、「
大
げ
さ
で
ほ
ら
吹
き
的
な
過
剰
表
現
」、「「
本
質
」
と
か
「
真
実
」、「
映
画
史
上
」、「
最
高

峰
」、「
唯
一
無
比
」な
ど
、
空
疎
な
過
剰
表
現
の
連
発
」、「
新
興
宗
教
の
勧
誘
や
選
挙
の
演
説
に
似
た
も
の
」、「
小
津
オ
タ
ク
」と
散
々

で
あ
り
、「
深
夜
に
一
人
で
孤
独
に
小
津
ビ
デ
オ
に
浸
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
映
画
的
に
は
不
幸
で
貧
し
い
生
活
を
し
て
き
た
」と
ま

で
ご
丁
寧
に
末
延
の
「
生
活
」
を
想
像
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
も
大
き
な
お
世
話
、
と
い
う
よ
り
、
重
政
自
ら
の
感
覚
の
絶
対
化
だ
ろ

う
。
そ
れ
こ
そ
、
ど
ん
な
に
大
勢
の
人
び
と
と
映
画
館
に
お
い
て
映
画
体
験
を
共
に
し
よ
う
と
、
映
画
を
読
む
と
い
う
行
為
は
「
本

質
」
的
に
「
孤
独
」
な
営
為
で
あ
る
か
ら
だ
。

重
政
は
こ
う
締
め
く
く
る
。「
今
回
取
り
上
げ
た
数
冊
の
映
画
書
の
著
者
た
ち
は
お
お
む
ね
映
画
館
体
験
を
積
み
上
げ
て
い
な
い
よ

う
に
思
え
る
。
ほ
ぼ
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
み
で
論
を
構
成
し
て
い
る
。
映
画
論
を
書
き
上
げ
た
と
し
て
も
映
画
館
体
験
が
な
い
と
論

の
背
骨
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
な
感
が
す
る
。こ
の
よ
う
な
評
論
を
世
間
で
は
机
上
の
空
論
と
呼
ん
で
い
る
」。繰
り
返
し
に
な
る
が
、

「
机
上
の
空
論
」
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
と
い
う
の
が
私
の
立
場
。
重
政
の
末
延
批
判
に
同
調
で
き
る
点
は
あ
る
が
、「
映
画
館
体
験
」

の
絶
対
視
に
、
越
境
者
を
疎
ん
ず
る
映
画
人
の
狭
さ
が
ほ
の
見
え
る
の
で
あ
る
。

私
に
も
少
な
い
な
が
ら
札
幌
や
東
京
で
業
務
試
写
に
招
か
れ
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
流
れ
る
内
輪
の
雰
囲
気
の
厭
ら
し
さ
に

は
慣
れ
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
流
さ
れ
、
批
評
の
刺
を
鈍
化
さ
せ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
映
画
館
体
験
は
む
ろ
ん
重
要
だ
。
田
中
眞
澄
が
「
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
最
多
有
料
入
場
者
」
を
自

二
三

痙攣するデジャ・ヴュ ― ビデオで読む小津安二郎―



称
し
て
い
た
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。「
有
料
」と
い
う
自
負
だ
。
身
銭
を
切
っ
て
映
画
を
読
み
、
本
を
買
い
、
書
く
。
野
に
あ
っ
た
田

中
眞
澄
の
気
概
で
あ
ろ
う
。

オ
ヅ
本
の
多
様
性
を
求
め
て

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
者
と
評
論
家
に
よ
る
、
ち
ょ
っ
と
異
色
の
小
津
本
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
。「
異
色
」の
度
合
い
で
い
え
ば
、

前
者
の
方
が
よ
り
強
烈
で
あ
る
。
後
者
も
き
わ
め
て
個
性
が
強
く
大
き
な
反
撥
を
招
く
だ
ろ
う
が
、
そ
の
荒
唐
無
稽
さ
（
誤
解
な
き

よ
う
、
褒
め
言
葉
）
に
お
い
て
、
前
者
は
完
全
に
無
視
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
、
私
は
恐
れ
る
。
こ
こ
で
は

触
れ
え
な
か
っ
た
新
見
も
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。

何
度
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
平
準
化
に
よ
っ
て
、
映
画
研
究
は
本
質
的
に
変
化
し
た
。

い
ま
だ
に
印
象
批
評
が
跋

し
て
い
る
の
は
、
需
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
で
は
あ
る
、
と
私
は
受
け
止
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ど
ん
な
映
画
を
観
に
行
こ
う
か
と
参
考
に
し
た
い
場
合
と
か
。
そ
れ
は
そ
れ
で
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
格
的
な
批
評
や

研
究
の
場
合
、
記
憶
の
み
で
書
く
こ
と
は
も
う
許
さ
れ
な
い
の
だ
。
文
学
研
究
者
を
中
心
に
異
業
種
の
書
き
手
が
映
画
論
へ
侵
出
し

て
き
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
革
命
が
生
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
回
扱
っ
た
二
冊
の
小
津
本
は
、
い
ず
れ
も
小
津
作
品
を
書

物
同
様
に
読
み
込
ん
で
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
労
を
多
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
求
め
る
べ
き
は
多
様
な
表
現
だ
。
よ
り
正
確
に
い
う
な
ら
、
多

様
な
表
現
に
対
す
る
感
受
性
だ
。
柔
ら
か
い
感
受
性
が
な
け
れ
ば
、
自
己
の
映
画
体
験
に
固
着
し
た
頑
迷
さ
に
沈
む
ば
か
り
で
あ
る
。

二
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